
賤
ク
岳

。
木
之
本
エ
リ
ア
‐

■
戦
国
の
宿

日
き
の
も
と
会
場

Ｏ
戦
国
大
河
き
の
も
と
館

（き
の
も

と
交
遊
館
）

「賤

ヶ
岳
合
戦
」

を
メ
イ

ン
テ
ー

マ
に
、
そ
の
醍

醐
味
を
ジ
オ
ラ

マ
や
映
像
、
展

示
な
ど
で
紹
介

し
ま
す
。

賤
ケ
岳
木
之
本
戦
国
博

実
行
委
員
会

西
村
　
由重
和
さ
ん

「き

の
も
と
会
場
」

で
は
、

「賤

ヶ
岳
合
戦
」
を
メ
イ

ン
テ
ー

マ
と
し

て
、
柴
田
勝
家
と
豊
臣
秀
吉
、
七
本

槍

に
ま

つ
わ
る
史
跡
や
武
将
等

に
関

す
る
展
示
を
行

い
ま
す
。

「き

の
も

と
館
」

で
展
示
等
を

ご
覧

い
た
だ

い

た
後
、
ガ
イ
ド

の
案
内
と
共

に
賤

ヶ

岳

に
登

っ
て
、
合
戦
当
時

に
武
将
が

見
た
風
景
と
同
じ
余
呉
湖
と
琵
琶
湖

の
素
晴
ら
し

い
景
色
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

こ
の
博
覧
会

で
は
、
お
客
さ
ん
に

楽
し
ん
で
も
ら
う

こ
と
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
私
た
ち

ス
が

ッ
フ
も
地
元

の
歴
史
資
源
を
検
証
し
、
共

に
楽
し

ん
で
い
き
た

い
と
考
え

て
い
ま
す
。

今
後
も

こ
の
よ
う
な
活
動
を
継
続

し
充
実
を
図

っ
て
、
活
動
を
広
げ
て

い
き
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

小
谷
城
バ
ス

小

谷

山

の

麓

・
戦
国
ガ
イ

ド
ス
テ
ー
シ
ョ

ン

（前
小
谷

・

江
の
ふ
る
さ
と

館
）
～
小
谷
山

中
腹

。
番
所
跡

ま
で
を
バ
ス
で

運
行

運
行
期
間

中
３
月
２４
日

（土
）
～

‐２
月
２
日

（日
）

※
６
月
１
日
～
７
月
２０
日
除
く

○
小
谷
城
戦
国
歴
史
資
料
館

浅
井
三
代
の
歴
史
と
小
谷

城
跡
を
紹
介
し
ま
す
。

接

■
賤
ヶ
岳
野
外
博
物
館
会
場

賤

ヶ
岳

合
戦

の
舞

台

・
余
呉

湖
周
辺
や

小
谷
山
か

ら
姉
川
古

戦
場
ま

で

望
め
る
大
パ
ノ
ラ
マ
を
賤

ヶ
岳
合
戦

語
り
部
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
が
山
頂
か

ら
案
内
し
ま
す
。

賤
ヶ
岳
リ
フ
ト

運
行
期
間

中
３
月
２４
日

（土
）
～

‐２
月
２
日

（日
）
〈予
定
〉

■
戦
回
の
駅

Ｌ
あ
ざ
い
会
場

○
戦
国
大
河
あ
ざ
い
館

（浅
井
歴
史

民
俗
資
料
館
）

「
姉
川

の
合

戦
と
浅
井
三
姉

妹
」
を

メ
イ

ン

テ
ー

マ
に
、
姉

川

の
合
戦
と
小

谷
落
城
時

の
二

姉
妹
逃
避
行
伝

説
を
映
像

や
ジ

オ
ラ
マ
で
紹
介
。
あ
ざ
い
歴
史
の
会

の
皆
さ
ん
が
館
内
で
案
内
し
ま
す
。

○
戦
国
の
駅
お
み
や
げ
館

地
元
特
産
品
や
農
産
物
を
直
売
す

る
ほ
か
、
「江
～
姫
た
ち
の
戦
国
～
」

で
使
用
さ
れ
た
衣
装
や
ド
ラ
マ
小
道

具
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

■
小
谷
城
野
外
博
物
館
会
場

○
小
谷
城
跡

日
本
五
大
山
城
の

一
つ
で
浅
井
氏

の
居
城

。
小
谷
城
跡
を
小
谷
城
語
り

部
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
が
案
内
し
ま
す
。

小
谷
城
語
り
部
ガ
イ
ド

高
橋
　
文
雄
さ
ん

昨
年
は

「江

・
浅
井
三
姉
妹
博
覧
会
」

で
の
ガ
イ
ド
に
よ

っ
て
、
小
谷
の
素
晴

ら
し
さ
を
多
く
の
人
に
知

っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
ま
た
こ
れ
ま
で
の
長
年
に
わ

た

っ
て
小
谷
の
史
囲
を
守

っ
て
こ
ら
れ

た
皆
さ
ん
の
活
動
が
見
事

に
花
開
い
た

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
お
客
さ
ん
や
伸

間
と
の
絆
は
貴
重
な
財
産
と
な
り
、
私

た
ち
の
心
を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
回
の
博
覧
会
で
は
、

コ
ー
ス
や
内
容

等

に
工
夫
を
凝
ら
し
て
充
実
を
図
り
、

昨
年
語
れ
な
か

っ
た
話
な
ど
時
間
を
か

け
て
ガ
イ
ド
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

小
谷
城
や
小
谷
城
下
に
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な

い
史
閉
や
ド
ラ
マ
等
が
ま
だ

ま
だ
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う

い
っ
た

話
を
地
元
の
方
言
を
交
え
て
語
り
、
皆

さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思

い

ま
す
。
今
後
、
こ
の
活
動
が
ま
ち
づ
く

り
、
地
域
づ
く
り
、
人
づ
く
り
に
つ
な

が
れ
ば
い
い
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ

江

・
浅
井
三
姉
妹
博
覧
会
実
行
委
員
会

（盆
６
３
１
５
３
４
１
）

３
月
１
日
か
ら
は
、
戦
国
ガ
イ
ド
ス

テ
ー
シ
ヨ
ン

（金
７
８
１
０
３
０
０
）

賤
ヶ

語
リ

岳
合
戦

部
ガ
イ
ド

三
瀬
　
保
明
さ
ん

今
回
の
博
覧
会
で
初
め
て
、
賤
ヶ
岳

と

「き
の
も
と
館
」
内
を
ガ
イ
ド
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
賤
ヶ
岳
合
戦
は
、

天
下
を
左
右
す
る
出
来
事
の

一
つ
で
す

が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
会
場

で
は
歴
史
的
な
見
方
だ
け
で
は
な
く
、

今
ま
で
語
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
な
地
元

で
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
物
語
を
ガ
イ

ド
で
さ
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。
豊
臣

秀
吉
公
の
家
臣
な
ど
に
は
、
こ
の
湖
北

出
身
の
も

っ
と
注
目
さ
れ
る
べ
き
武
将

が
多
く
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
地
元
の

武
将
を
ヒ
ー
ロ
ー
と
し
て
紹
介
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
戦
に
勝

っ
た
武

将
は
歴
史
的
に
語
り
継
が
れ
、
負
け
た

武
将
は
そ
れ
ほ
ど
語
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
ぜ
ひ
多
く
の
人
に
そ
の
よ
う
な
武

将
の
話
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思

っ
て

い
ま
す
。

二
次
交
通

○
戦
国
バ
ス

（期
間
中
毎
日
運
行
）

長
浜
駅
を
基
点
に
、
竹
生
島

・
長

浜

エ
リ
ア
と
小
谷

・
浅
井

エ
リ
ア
を

結
ぶ
巡
回
バ
ス
で
す
。

あ
ざ
い
歴
史
の
会

川
地
　
勲
さ
ん

昨
年
開
催
さ
れ
た

「江

・
浅
井
三

姉
妹
博
覧
会
」
で
連
携
会
場
と
な

っ

た
浅
井
歴
史
民
俗
資
料
館
に
は
、
全

国
か
ら
多
く
の
人
に
来
て
い
た
だ
さ

ま
し
た
。
今
年
は

「ふ
る
さ
と
博
」

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら

に
多
く
の
人
に
来
て
い
た
だ
き
た
い

と
思

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
既
に
お
越

し
い
た
だ
い
て
い
る
人
に
も
再
び
来

館

い
た
だ
き
た

い
と
思

い
ま
す
。

「あ
ざ

い
館
」
内

の
ガ
イ
ド
で
は
、

お
も
て
な
し
の
心
を
忘
れ
ず
に
、
展

示
物
等
に
秘
め
ら
れ
て
い
る
目
に
見

え
な
い
心
の
部
分
や
今
ま
で
語
ら
れ

て
い
な

い
隠
れ
た
部
分
を
紹
介
し

て
、
皆
さ
ん
と
心
と
心
を
通
わ
せ
て
、

喜
ん
で
お
帰
り
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

名

〇
七
本
槍
バ
ス

（期
間
中
毎
日
運
行
）

木
ノ
本
駅
を
基
点
に
、
賤
ヶ
岳
リ

フ
ト
乗
り
場
近
く
と
、
戦
国
大
河
き

の
も
と
館
を
結
ぶ
巡
回
バ
ス
で
す
。

1小
1谷 |
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上 I

■リ
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ド戦回ガイ

ンス

小谷城戦国

歴史資沐十館

岩熊トンネル

び わ湖

湖
西
線

城山
トンネ

'レ

長浜城跡 品

1脚:竹生島

産直びわ
■みすへの里

賤ヶ岳
リ

戦国の駅,あ ざい会場

戦
国
野
外
博
物
館
会

場
で
そ
の
魅
力
を
案
内

す
る
語
り
部
ガ
イ
ド
を

募
集
し
ま
す
。

説
明
会

，
研
修
会

の

日
程
は
、
次

の
と
お
り

で
す
。

○
竹
生
島
語
り
部
ガ
イ
ド

①
竹
生
島
の
現
地
研
修

２
月
２８
日

（火
）

９
時
４５
分
長
浜
港
集
合

１０
時
１５
分
発

②
竹
生
島
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る
現
地
研
修

３
月
１３
日

（火
）
９
時
３０
分

豊
公
園
大
駐
車
場
集
合

講
師

中
高
月
観
音
の
里
歴
史
民
俗
資
料
館

北
村
大
輔
学
芸
員

申
込
み

¨
湖
北
観
光
情
報
セ
ン
バ
ー

四
居
家
（奮
６
５
１
０
３
７
０
）

○
賤
ヶ
岳
合
戦
語
り
部
ガ
イ
ド

日
時

中
２
月
２６
日

（日
）
１３
時
３０
分

場
所

一
木
之
本
ス
テ
ィ
ッ
ク
ホ
ー
ル

講
師

一
長
浜
城
歴
史
博
物
館

太
田
治
司
学
芸
員

定
員

一
３
０
０
人

申
込
み

い
き
の
も
と
交
遊
館

（金
８
２
１
６
３
１
１
）

○
小
谷
城
語
り
部
ガ
イ
ド

日
時

中
２
月
２７
日

（月
）
１９
時

場
所

い
湖
北
支
所
２
階
大
会
議
室

講
師

【
北
村
圭
弘
氏

（県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
）

定
員

一
１
０
０
人

申
込
み

一
小
谷
城
戦
国
歴
史
資
料
館

（金
７
８
１
２
３
２
０
）
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